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一

は
じ
め
に

日
本
語
学
史
上
︑
本
居
宣
長
の
﹃
て
に
を
は
紐
鏡
﹄︵
明
和
八
︿
一
七
七

一
﹀
年
刊
︶・﹃
詞
玉
緒
﹄︵
安
永
八
︿
一
七
七
九
﹀
年
成
︑
天
明
五
︿
一
七

八
五
﹀
年
刊
︶
以
来
の
定
説
で
あ
っ
た
﹁
何
﹂
を
﹁
係
り
﹂
か
ら
除
い
た
の

は
︑
萩
原
広
道
﹃
て
に
を
は
係
辞
弁
﹄︵
弘
化
三
︿
一
八
四
六
﹀
序
︑
嘉
永

二
︿
一
八
四
九
﹀
刊
︶
の
功
績
と
さ
れ
る
︵
�
︶
︒
そ
こ
に
は
﹃
玉
緒
﹄
の
﹁
何
﹂

に
つ
い
て
記
述
を
引
用
し
た
上
で
︑

今
案
に
こ
れ
さ
る
こ
と
の
ご
と
く
な
れ
ど
も
︒
悉
く
ひ
が
こ
と
に
て
︒

一
の
巻
な
る
三
転
証
歌
の
中
に
︒
挙
ら
れ
た
る
は
︒
か
の
結
び
な
る
と
︒

い
ひ
さ
し
て
意
を
ふ
く
ま
せ
た
る
︒
略
語
の
格
な
る
と
の
み
な
り
︒
さ

る
は
︒
何
等
と
か
と
重
な
る
時
は
︒
か
な
ら
ず
か
を
語
の
下
に
お
く
例

な
れ
ば
︒
結
び
の
脉
は
︒
下
の
か
よ
り
受
べ
き
こ
と
︒
さ
し
あ
た
る
理

な
り
︒
然
る
を
い
か
に
し
て
考
へ
混
へ
ら
れ
け
ん
︒︵
九
ウ
・
一
〇
オ
︶

と
し
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
に
近
世
後
期
に
至
り
︑﹃
紐
鏡
﹄﹃
玉
緒
﹄
に
挙
げ

ら
れ
て
い
た
﹁
何
﹂
が
﹁
係
り
﹂
か
ら
除
か
れ
る
こ
と
に
な
る
背
景
と
し
て

は
︑
テ
ニ
ヲ
ハ
論
に
お
け
る
品
詞
論
考
察
の
進
展
が
そ
の
要
因
と
し
て
考
え

ら
れ
︑
そ
の
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
︑
富
樫
広
蔭
﹃
詞
玉
橋
﹄
が
挙
げ
ら

れ
る
こ
と
を
拙
論
︵
二
〇
一
五
︶
に
お
い
て
述
べ
た
︒

さ
て
︑
こ
の
﹃
詞
玉
橋
﹄
は
文
政
九
︵
一
八
二
六
︶
年
に
草
稿
が
成
立
し

て
以
降
︑
弘
化
三
︵
一
八
四
六
︶
年
に
一
応
の
完
成
を
見
る
ま
で
数
次
の
改

訂
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
︑
各
校
訂
段
階
の
関
係
に
つ
い
て
は

あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
︒
一
方
で
︑
残
さ
れ
た
写
本
が
多
く
︑
未

だ
十
分
に
調
査
が
な
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
︒
広
蔭
の
学
説
は

明
治
以
降
の
国
学
者
に
も
引
き
継
が
れ
る
な
ど
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の

で
あ
り
︑
広
蔭
を
日
本
語
学
史
に
定
位
し
よ
う
と
す
る
と
き
︑
広
蔭
の
学
説

が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
成
立
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
は

決
し
て
無
益
な
作
業
で
は
あ
る
ま
い
︒

そ
こ
で
本
論
で
は
︑
日
本
語
学
史
に
お
け
る
広
蔭
の
位
置
を
考
え
る
上
で

の
基
礎
的
作
業
と
し
て
︑
そ
の
学
説
の
成
立
過
程
を
窺
え
る
北
野
天
満
宮
本

77

河

野

光

将

﹃
詞
玉
橋
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の
学
説
展
開
に
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︱
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北
野
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本
﹃
詞
玉
橋
﹄
の
特
徴
︱
︱
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﹃
詞
玉
橋
﹄
を
取
り
挙
げ
︑
諸
本
と
の
比
較
か
ら
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
︒二

﹃
詞
玉
橋
﹄
の
校
訂
段
階
に
つ
い
て

先
に
述
べ
た
と
お
り
﹃
詞
玉
橋
﹄
に
は
数
次
の
校
訂
段
階
が
存
在
し
︑
そ

の
こ
と
に
関
し
て
は
﹃
国
語
学
大
系
・
語
法
総
記
�
﹄
に
収
め
ら
れ
て
い
る

福
井
久
蔵
氏
の
解
題
に
詳
し
い
︒
し
か
し
︑
そ
れ
ら
の
分
類
に
つ
い
て
は
諸

氏
に
よ
り
若
干
異
な
っ
て
お
り
︑
例
え
ば
︑
小
林
賢
次
︵
一
九
七
九
︶
は
文

政
十
二
年
四
月
改
正
以
降
の
も
の
を
一
括
し
て
﹁
改
稿
本
﹂︑
そ
れ
以
前
の

本
を
﹁
草
稿
本
﹂
と
称
さ
れ
て
い
る
︒
確
か
に
︑
目
録
の
上
か
ら
い
え
ば
︑

文
政
十
二
年
四
月
改
正
本
は
そ
れ
以
前
の
も
の
と
大
き
く
異
な
り
︑
ほ
ぼ
弘

化
三
年
四
月
改
正
本
と
同
じ
で
あ
る
︒
そ
れ
に
対
し
て
尾
崎
知
光
︵
一
九
七

三
︶
は
︑﹁
文
政
草
稿
本
﹂﹁
天
保
改
稿
本
﹂﹁
弘
化
改
正
本
﹂︵
以
下
そ
れ
ぞ

れ
︑
草
稿
本
︑
改
稿
本
︑
改
正
本
と
略
称
す
る
︶
の
三
種
に
分
類
さ
れ
て
い

る
︒
こ
れ
は
目
録
だ
け
で
な
く
︑
本
文
の
内
容
を
踏
ま
え
た
上
で
な
さ
れ
た

分
類
で
あ
り
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
尾
崎
氏
の
見
方
に
従
っ
て
検
討
を
行
う
︒

次
に
本
稿
で
用
い
る
﹃
詞
玉
橋
﹄
諸
本
の
書
誌
的
情
報
を
示
す
︒
ま
ず
︑

草
稿
本
と
し
て
は
︑﹃
勉
誠
社
文
庫

詞
玉
橋
・
辞
玉
襷
﹄
に
収
め
ら
れ

64

て
い
る
板
垣
勇
治
郎
氏
旧
蔵
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
本
︵
以
下
︑

板
垣
本
と
略
称
す
る
︶
を
用
い
る
︒
こ
の
本
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
︑
そ

の
奥
書
に
︑

此
一
巻
は
︑
白
檮
舎
通
称
富
樫
広
蔭
大
人
の
著
せ
る
書
な
り
け
り
︒
先

き
の
年
︑
広
蔭
翁
淡
路
に
来
り
し
時
︑
山
口
大
人
直
に
習
ひ
受
け
た
る

巻
に
ぞ
あ
り
け
る
︒
お
の
れ
︑
こ
た
び
︑
山
口
翁
に
ひ
た
つ

(
マ
マ
)ら

請
ひ
て
︑

言
の
葉
茂
れ
る
道
を
別
け
ん
為
︑
夜
を
日
に
つ
ぎ
て
山
口
翁
の
も
と
に

通
ひ
︑
残
る
く
ま
な
く
習
ひ
得
し
︒
且
︑
意
味
の
ま
ぎ
ら
は
し
き
か

ど
〳
〵
は
︑
其
意
を
能
も
問
ひ
正
ゞ
し
︑
又
︑
本
居
鈴
廻
翁
の
著
述
し

た
る
詞
の
玉
の

(
マ
マ
)︑

古
今
遠
鏡
等
に
よ
り
取
り
て
︑
頭
書
附
録
を
綴
り
編

む
な
れ
ば
︑
尚
こ
ま
か
に
さ
と
ら
ん
と
思
ふ
時
し
は
︑
前
に
い
ふ
玉
の

緒
︑
遠
鏡
の
二
巻
を
開
き
て
見
よ
か
し
︒
如
此
云
時
明
治
十
有
二
年

初
冬

と
あ
る
︒
こ
の
板
垣
本
は
成
稿
年
月
の
記
事
を
持
た
ず
︑
さ
ら
に
︑
明
治
に

入
っ
て
か
ら
の
写
し
で
あ
る
も
の
の
︑
奥
書
に
見
え
る
︑
広
蔭
が
淡
路
に
赴

い
た
際
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
記
述
と
︑
別
の
草
稿
本
で
あ
る
京
都
大
学
文

学
部
国
文
学
研
究
室
蔵
本
と
の
関
係
か
ら
︑
草
稿
本
と
し
て
︑
も
っ
と
も
初

期
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
︒

改
稿
本
と
し
て
は
︑
京
都
大
学
蔵
本
︵
以
下
︑
京
大
本
と
略
称
す
る
︶
を

用
い
る
︒
こ
の
本
の
成
稿
年
月
に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑
ま
ず
一
之
巻
に
関
し

て
は
そ
の
巻
末
に
︑

文
政
九
年
十
一
月
稿
同
十
二
年
四
月
改

天
保
二
年
六
月
繕
写

と
あ
り
︑
二
之
巻
に
関
し
て
は
︑

文
政
九
年
十
二
月
八
日
稿

天
保
四
年
二
月
四
日
改
写

と
︑
巻
末
に
あ
る
︒

改
正
本
と
し
て
は
︑﹃
勉
誠
社
文
庫

詞
玉
橋
・
辞
玉
襷
﹄
に
収
め
ら
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れ
て
い
る
明
治
二
十
四
年
活
版
本
を
用
い
る
︒
こ
の
本
は
︑
広
蔭
の
門
人
中

川
清
之
に
よ
っ
て
桑
名
皇
学
会
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
で
︑
成
稿
年
月
は
︑

一
之
巻
が
そ
の
巻
末
に
︑

文
政
九
年
十
一
月
稿

弘
化
三
年
四
月
改
正

と
あ
り
︑
二
之
巻
に
関
し
て
は
記
載
が
な
い
︒

本
稿
で
は
︑
以
上
の
三
本
と
後
に
示
す
北
野
天
満
宮
本
と
の
比
較
を
通
じ

て
︑
北
野
天
満
宮
本
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
る
︒

三

北
野
天
満
宮
本
﹃
詞
玉
橋
﹄

三
・
一

書
誌
情
報
及
び
一
之
巻
に
つ
い
て

北
野
天
満
宮
本
は
こ
れ
ま
で
取
り
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
た
め
︑
ま
ず

書
誌
情
報
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
︒
寸
法
は
縦
：
二
六
・
五

横
：
一
八
・

四
︵
糎
︶︒
浅
葱
色
の
表
紙
で
外
題
に
は
﹁
こ
と
は
の
玉
は
し

一
之
巻

二
之
巻

﹂
と

あ
る
︒
ま
ず
一
之
巻
に
関
し
て
は
︑
目
録
の
次
の
本
文
の
初
め
に
﹁
詞
玉
橋

一
之
巻
草
稿
﹂
と
あ
っ
て
︑
そ
の
下
に
﹁
富
樫
廣
蔭
著
﹂
と
あ
る
︒
本
文
は

二
十
八
丁
で
毎
丁
十
行
二
十
字
詰
と
な
っ
て
い
る
︒
一
之
巻
の
巻
末
に
は
成

稿
年
月
に
つ
い
て
︑

文
政
九
年
十
一
月
十
日
稿

同
十
二
年
四
月
朔
日
改
正

と
あ
る
︒
次
に
二
之
巻
に
関
し
て
は
︑
目
録
の
次
の
本
文
の
初
め
に
﹁
詞
玉

橋
二
之
巻
草
稿
﹂
と
あ
っ
て
︑
本
文
は
九
丁
で
こ
ち
ら
も
毎
丁
十
行
二
十
字

詰
と
な
っ
て
い
る
︒
二
之
巻
に
は
成
稿
年
次
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
︒
一

之
巻
と
二
之
巻
は
同
筆
で
一
部
朱
に
よ
る
書
き
込
み
が
存
す
る
︒
朱
筆
に
つ

い
て
も
本
文
と
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
︒
筆
跡
は
広
蔭
の
も
の
で
は
な
い
が
︑

丁
寧
な
書
写
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
︒

さ
て
︑
先
に
校
訂
段
階
が
大
き
く
三
種
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
︑

北
野
天
満
宮
本
に
つ
い
て
い
え
ば
︑
ま
ず
一
之
巻
は
成
稿
年
次
か
ら
み
て
︑

草
稿
本
と
改
稿
本
の
間
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
︒
そ
こ
で
︑
目
録
を
対
比

し
て
示
す
と
︵︻
表
�
︼
参
照
︶︑
改
稿
本
と
ほ
と
ん
ど
大
差
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
︒
尾
崎
知
光
︵
一
九
五
七
︶
は
︑
同
様
の
成
稿
年
次
を
持

つ
本
と
し
て
不
破
義
幹
氏
蔵
本
を
紹
介
さ
れ
︑
そ
れ
を
﹁
改
正
草
稿
本
﹂
と

し
て
板
垣
本
な
ど
の
草
稿
本
と
は
区
別
す
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
︒
こ

れ
ま
で
改
正
草
稿
本
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
︑
不
破
本
と
神
宮
文
庫

本
の
二
本
の
み
で
あ
っ
た
が
︑
今
回
取
り
挙
げ
る
北
野
天
満
宮
本
は
尾
崎
氏

が
紹
介
さ
れ
た
不
破
氏
蔵
本
と
丁
数
︑
字
配
り
ま
で
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
︑

両
本
の
関
係
は
極
め
て
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
た
だ
︑
尾
崎
知
光
︵
一

九
五
七
︶
に
示
さ
れ
た
不
破
氏
蔵
本
と
北
野
天
満
宮
本
を
比
較
し
て
み
る
と
︑

不
破
本
で
の
仮
名
遣
い
の
誤
り
が
北
野
天
満
宮
本
に
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い

う
違
い
が
存
す
る
︒

内
容
面
に
関
し
て
﹁
改
正
草
稿
本
﹂
一
之
巻
の
最
大
の
特
徴
は
︑
こ
の
段

階
に
な
っ
て
︑﹁
言
・
詞
・
辞
﹂
の
三
分
類
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
︒
こ
の
三
分
類
説
は
︑
明
治
期
国
学
者
へ
も
受
け
継
が
れ
︑
大
き
な
影
響

を
与
え
た
も
の
で
あ
る
が
︑
こ
の
改
変
に
あ
わ
せ
て
術
語
も
改
め
ら
れ
た
︒

例
え
ば
︑
活
用
に
つ
い
て
草
稿
本
の
段
階
で
﹁
四
段
活
・
一
段
活
・
中
二
段

活
・
下
二
段
活
・
変
格
活
・
久
活
志
久
活
﹂
と
あ
っ
た
も
の
を
﹁
四
韻
詞
・
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【表�】『詞玉橋』一之巻目録 対照表

︿
草
稿
本
︵
板
垣
本
︶
﹀

○
手
尓
乎
波
ト
云
名
目
起
源
ノ
事

○
体
言
ニ
五
種
ノ
差
別
ア
ル
事

○
用
言
ノ
事
并

言
ト
辞
ト
ノ
差
別
ノ
事

○
未
然
言
既
然
言
差
別
ノ
事

并
受
ル
辞
ニ
依
テ
願
フ
意
ト
ナ
ル
又

受
ル
辞
ノ
ば
二
ツ
各
用
カ
ハ
ル
事

○
続
用
言
切
居
言
続
体
言
差
別
ノ
事

○
受
ル
辞
ニ
用
ク
ト
用
カ
ヌ
ト
ア
ル
事

○
カ
カ
ル
辞
ノ
事
并

ム
ス
ブ
辞
ノ
事

○
下
二
段
サ
行
一
類
用
言
ノ
事

○
下
二
段
タ
行
一
類
用
言
ノ
事

○
下
二
段
ラ
行
一
類
用
言
ノ
事

○
変
格
ナ
行
用
言
ノ
事

○
変
格
ナ
行
一
類
用
言
ノ
事

○
変
格
ラ
行
用
言
ノ
事

○
変
格
ラ
行
一
類
用
言
ノ
事

○
現
在
志
活
シ
キ
ノ
行
一
類
用
言
ノ
事

○
未
然
言
活
ム
ノ
行
一
類
用
言
ノ
事

︿
改
正
草
稿
本
︵
北
野
天
満
宮
本
︶
﹀

○
言
詞
辞
三
種
ノ
差
別
ノ
事

○
言
ニ
五
種
ノ
差
別
ア
ル
事

○
詞
ニ
六
種
ノ
差
別
ア
ル
事

○
辞
ニ
五
種
ノ
差
別
ア
ル
事

并

辞
ト
云
名
目
ノ
起
源
ノ
事

○
属
詞
ニ
四
種
ノ
差
別
ア
ル
事

○
動
辞
ニ
四
種
ノ
差
別
ア
ル
事

○
属
辞
ニ
八
種
ノ
差
別
ア
ル
事

○
静
辞
ニ
三
種
ノ
差
別
ア
ル
事

○
未
然
段
已
然
段
差
別
ノ
事

并

辞
ニ
ヨ
リ
テ
願
ト
モ
ナ
ル
ト
云
事

又

辞
ノ
ば
二
ツ
ノ
ソ
ヒ
ザ
マ
ノ
事

○
続
詞
段
断
止
段
続
言
段
差
別
ノ
事

○
カ
ヽ
リ
ム
ス
ヒ
ノ
事

○
衣
宇
韻
都
音
属
辞
ノ
事

○
変
格
奴
音
属
辞
ノ
事

○
動
静
将
ノ

活
属
辞
ノ
事

并

疑
辭
過
現
未
差
別
事

︿
改
稿
本
︵
京
大
本
︶﹀

○
言
詞
辞
三
種
ノ
差
別
ノ
事

○
言
ニ
五
種
ノ
差
別
ア
ル
事

○
詞
ニ
六
種
ノ
差
別
ア
ル
事

○
辞
ニ
五
種
ノ
差
別
ア
ル
事

并

辞
ト
イ
フ
名
目
起
源
ノ
事

○
属
詞
ニ
四
種
ノ
差
別
ア
ル
事

○
動
辞
ニ
四
種
ノ
差
別
ア
ル
事

○
属
辞
ニ
九
種
ノ
差
別
ア
ル
事

○
静
辞
ニ
三
種
ノ
差
別
ア
ル
事

○
未
然
段
已
然
段
差
別
ノ
事

并

辞
ニ
依
テ
願
ト
モ
ナ
ル
ト
云
事

又

ば
ノ
辞
ニ
二
ツ
ノ
繋
様
ノ
事

○
続
詞
段
已
下
三
段
差
別
ノ
事

○
加
々
理
牟
須
毗
ノ
事

○
衣
宇
韻
都
音
属
辞
ノ
事

○
変
格
奴
音
属
辞
ノ
事

○
動
辞
将
活
属
辞
ノ
事

并

疑
辭
過
現
未
差
別
事

︿
改
正
本
︵
明
治
二
十
四
年
活
版
本
︶﹀

○
言
詞
辞
三
種
ノ
差
別
ノ
事

○
言
五
種
ノ
差
別
ノ
事

○
詞
六
種
ノ
差
別
ノ
事

○
辞
五
種
ノ
差
別
ノ
事

并

辞
ノ
名
目
起
源
ノ
事

○
属
詞
四
種
ノ
差
別
ノ
事

○
属
ト
ナ
ラ
ザ
ル
動
辞
四
種
ノ
事

○
属
ト
ナ
ル
動
辞
九
種
ノ
事

○
静
辞
三
種
ノ
差
別
ノ
事

○
未
然
段
已
然
段
差
別
ノ
事

并

辞
ニ
依
テ
願
ト
成
ル
事

并

婆
ノ
辞
未
已
繋
様
ノ
事

○
続
詞
段
已
下
三
段
差
別
ノ
事

○
加
々
理
牟
須
毗
ノ
事

○
衣
紆
韵
都
音
属
辞
ノ
事

○
変
格
奴
音
属
辞
ノ
事

○
動
辞
将
活
属
辞
ノ
事

并

過
現
未
ノ
疑
辞
ノ
事

一
韻
詞
・
伊
宇
韻
詞
・
衣
宇
韻
詞
・
変
格
詞
・
音
雑
詞
﹂
と
改
め
る
な
ど
し

て
い
る
︒三

・
二

二
之
巻
に
つ
い
て

こ
こ
ま
で
一
之
巻
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
︑
北
野
天
満
宮
本
で
注
目
さ
れ

る
の
は
二
之
巻
で
あ
る
︒
こ
ち
ら
は
成
稿
年
次
に
関
す
る
記
述
が
な
い
の
で
︑

本
文
を
手
が
か
り
と
し
て
成
稿
年
次
を
推
定
す
る
と
︑
例
え
ば
︑
命
令
法
に

つ
い
て
述
べ
た
﹁
下
知
ノ
事
﹂
の
本
文
に
は
︑

︿
北
野
天
満
宮
本
﹀

下
知
ト
ハ
︑
自

コ
ナ
タ

ニ
思
フ
コ
ト
ヲ
他
ア
ナ
タ

ヘ
云イ
ヒ

負オ
フ

ス
ル
ヲ
云
フ

︒
是
ハ
四
韻
又

変
格
ヌ
音
︻
ね
ノ

方
︼
ル
音
ニ
テ
ハ
已
然
段
ヲ
其
儘マ
ヽ

ニ
用
ヒ
︑
一
韻
伊

宇
韻
衣
宇
韻
又
変
格
ス
音
ニ
テ
ハ
未
然
段
ニ
よ
文
字
ヲ
ソ
ヘ
︑
同
ク
音

ニ
テ
ハ
よ
文
字
ヲ
ソ
ヘ
ズ
モ
ケ

(
マ
マ
)フ

︒︵
一
オ
︶︵︻

︼
は
割
書
を
示
す
︒
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以
下
︑
同
様
︒︶

と
あ
る
︒
こ
の
箇
所
と
対
応
す
る
草
稿
本
︑
改
稿
本
の
本
文
は
そ
れ
ぞ
れ
︑

︿
草
稿
本
﹀

下
知
ノ
言
ト
ハ
︑
自

コ
ナ
タ

ニ
思
フ
コ
ト
ヲ
他
ア
ナ
タ

ヘ
イ
ヒ
負オ
フ

ス
ル
言
ヲ
云
︒
コ
ハ

四
段
︑
又
変
格

ネ

の

方

ナ
行
︑
ラ
行
ニ
テ
ハ
既
然
言
ヲ
其
マ
ヽ
用
ヒ
︑
一
段
中

二
段
下
二
段
変
格
サ
行
ニ
テ
ハ
未
然
言
ニ
よ
文
字
ヲ
ソ
ヘ
︑
カ
行
ニ
テ

ハ
よ
文
字
ヲ
ソ
ヘ
ズ
用
フ
︒︵
一
オ
︶

︿
改
稿
本
﹀

下
知
ト
ハ
自
ニ
欲
フ
意
ヲ
他
ヘ
イ
ヒ
負
ス
ル
ヲ
云
フ
︒
是
ハ
四
韻
又
変

格
奴
音
︻
祢
万

(
マ
マ
)︼

同
畱
音
ニ
テ
ハ
已
然
段
ヲ
イ
ヒ
居
ヱ
︑
一
韻
伊
宇
韻

衣
宇
韻
又
変
須
音
ニ
テ
ハ
未
然
段
ニ
よ
ノ
辞
ヲ
繋
ケ
︑
同
久
音
ニ
テ
ハ

未
然
段
ヲ
云
居
ル
格
ナ
リ
︒︵
一
オ
︶

と
な
っ
て
い
る
︒
北
野
天
満
宮
本
は
術
語
に
つ
い
て
︑
一
之
巻
と
同
じ
く

﹁
四
韻
﹂
な
ど
と
改
変
し
た
も
の
を
用
い
て
お
り
︑
そ
の
点
で
は
改
稿
本
に

近
い
︒
し
か
し
︑
助
詞
﹁
よ
﹂
を
単
に
﹁
文
字
﹂
と
し
か
規
定
し
て
い
な
い

こ
と
な
ど
は
草
稿
本
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
も
の
と
し
て
注
目
さ

れ
る
︒﹃
詞
玉
橋
﹄
は
︑
学
説
展
開
の
過
程
で
テ
ニ
ヲ
ハ
に
対
す
る
品
詞
論

的
考
察
を
進
展
さ
せ
て
お
り
︑
例
え
ば
そ
れ
を
︑
一
之
巻
の
係
助
詞
に
つ
い

て
述
べ
た
箇
所
の
記
述
の
変
化
に
よ
っ
て
み
る
と
︑
草
稿
本
で

カ
ヽ
ル
辞
ト
ハ
︑
上
ノ
言
ヲ
ウ
ケ
テ
ソ
ノ
意
下
ヘ
カ
ケ
及
ボ
ス
文
字
ヲ

イ
フ
︒
ム
ス
ブ
辞
ト
ハ
︑
カ
ヽ
ル
辞
ヲ
ウ
ケ
テ
︑
ソ
ノ
意
ヲ
ム
ス
ビ
テ

キ
レ
テ
ス
ワ
ル
文
字
ヲ
云
︒︵
十
二
ウ
︶

と
あ
っ
た
も
の
を
︑
改
正
本
で
は

係
ト
ハ
︑
静
辞
ノ
も

に

を

は

ば

の

が

ぞ

や

か

こ
そ
等
︑
言

詞
動
辞
ニ
繫
ケ
︑
静
辞
ニ
合
セ
等
シ
テ
︑
上
ノ
意
ヲ
下
ヘ
云
係
テ
下
ナ

ル
結
ニ
打
合
フ
ヲ
号
フ
︒︵
十
七
オ
・
ウ
︶

と
し
て
﹁
係
り
﹂
の
定
義
を
﹁
文
字
﹂
か
ら
﹁
静
辞
︵
現
在
の
助
詞
に
あ
た

る
︶﹂
へ
と
厳
密
化
し
て
い
る
︒
こ
の
結
果
広
蔭
は
︑
萩
原
広
道
﹃
て
に
を

は
係
辞
弁
﹄
と
同
様
に
︑
疑
問
詞
を
一
括
し
た
﹁
何
﹂
は
﹁
静
辞
﹂
で
な
い

と
し
て
﹁
係
り
﹂
か
ら
除
く
こ
と
に
成
功
︵
�
︶
す
る
の
で
あ
る
が
︑
言
う
ま
で
も

無
く
こ
れ
は
﹁
言
・
詞
・
辞
﹂
の
三
分
類
に
基
づ
い
て
学
説
を
展
開
さ
せ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
︵
�
︶
︒
そ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
北
野
天
満
宮
本
は
︑
一

之
巻
に
お
い
て
﹁
言
・
詞
・
辞
﹂
の
三
分
類
を
挙
げ
て
い
な
が
ら
︑
二
之
巻

で
は
︑
助
詞
﹁
よ
﹂
を
単
に
﹁
文
字
﹂
と
し
か
規
定
し
て
お
ら
ず
︑
い
ま
だ

﹁
言
・
詞
・
辞
﹂
の
分
類
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
︒
こ
れ
は
︑
広
蔭
の
三
分

類
説
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
過
程
を
窺
え
る
も
の
と

し
て
興
味
深
い
︒

さ
て
︑
以
上
の
こ
と
か
ら
︑
北
野
天
満
宮
本
の
二
之
巻
の
成
稿
年
次
は
文

政
十
二
年
四
月
か
ら
天
保
四
年
二
月
ま
で
の
間
と
推
定
さ
れ
︑
草
稿
本
と
改

稿
本
の
間
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
次
に
︑
そ
の
目
録
を

対
比
し
て
示
す
︵︻
表
�
︼
参
照
︶︒
こ
れ
を
み
る
と
︑
北
野
天
満
宮
本
は
他

本
と
比
べ
項
目
に
大
幅
な
省
略
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

省
略
が
行
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
︑
参
考
に
な
る
も
の
と

し
て
︑
東
北
大
学
富
樫
広
蔭
叢
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
一
本
の
記
述
が
挙
げ
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︿
改
正
本
︵
明
治
二
十
四
年
活
版
本
︶
﹀

○
下
知
ト
ナ
ル
詞
辞
ノ
事

○
禁
辞
二
種
ノ
差
別
ノ
事

○
雅
語
ヲ
俗
語
ニ
訳
ス
事

○
俗
語
ニ
テ
雅
語
ヲ
シ
ル
事

○
俗
語
ニ
変
例
ア
ル
事

○
ら
し
ら
じ
差
別
ノ
事

○
ま
し
ま
じ
差
別
ノ
事

○
む
ま
し
差
別
ノ
事

○
し
か
し
が
差
別
ノ
事

○
し
し
せ
し
差
別
ノ
事

○
さ
む
せ
む
さ
う
せ
う
差
別
ノ
事

○
の
が
ノ
用
格
差
別
ノ
事

○
四
韻
詞
古
キ
一
格
ノ
事

○
一
韻
詞
古
キ
一
格
ノ
事

○
言
ニ
テ
止
ム
ル
歌
ノ
事

○
兼
用
ニ
テ
結
ブ
歌
ノ
事

○
と
か
し
カ
ケ
ザ
マ
ノ
事

○
仰
ニ
変
例
ア
ル
事

︿
改
稿
本
︵
京
大
本
︶﹀

○
下
知
ト
ナ
ル
詞
辞
ノ
事

○
禁
辞
二
種
ノ
差
別
ノ
事

○
雅
語
ヲ
俗
語
ニ
訳
ス
事

○
俗
語
ニ
テ
雅
語
ヲ
知
ル

事

○
俗
語
ニ
変
例
ア
ル
事

○
ら
し
ら
じ
差
別
ノ
事

○
ま
し
ま
じ
差
別
ノ
事

○
し
か
し
が
差
別
ノ
事

○
し
し
せ
し
差
別
ノ
事

○
さ
む
せ
む
さ
う
せ
う
差
別
ノ
事

○
の
が
ノ
用
格
差
別
ノ
事

○
四
韻
詞
古
キ
一
格
ノ
事

○
一
韻
詞
古
キ
一
格
ノ
事

○
言
ニ
テ
止
ム
ル
歌
ノ
事

○
兼
用
ニ
テ
結
ノ
歌
ノ
事

○
も
は
そ
こ
そ
繋
格
ノ
事

○
と
か
し
カ
ケ
ザ
マ
ノ
事

○
下
知
ニ
変
例
ア
ル
事

︿
改
正
草
稿
本
︵
北
野
天
満
宮
本
︶
﹀

○
下
知
ノ
事

○
禁
辞
二
種
ノ
事

○
雅
言
ヲ
俗
語
ニ
訳
ス
事

○
俗
語
ニ
依
テ
雅
言
ノ
活
用
ヲ
シ
ル
事

○
言
ニ
テ
止
ム
ル
辞
ノ
事

○
兼
用
ニ
テ
ム
ス
ブ
辞
ノ
事

○
と
か
し
ノ
辞
ノ
添
ザ
マ
ノ
委
キ
事

︿
草
稿
本
︵
板
垣
本
︶
﹀

○
下
知
ノ
言
ノ
格

○
禁
止
ノ
言
二
種
ノ
格

○
雅
言
ヲ
俗
語
ニ
移
ス
格

○
俗
語
ニ
ヨ
リ
テ
雅
言
ノ
用
ザ
マ
ヲ
知
事

○
俗
語
変
格
ノ
事

○
ら
し

ら
じ
差
別
ノ
事

○
ま
し

ま
じ
差
別
ノ
事

○
し
し

せ
し
差
別
ノ
事

○
さ
ん

せ
ん
差
別
ノ
事

○
の
が
差
別
ノ
事

○
一
段
活
古
キ
一
格
ノ
事

○
中
昔
以
来
下
二
段
ニ
用
フ
ル
言
ヲ
古
ク

四
段
ニ
用
ヒ
タ
ル
例

○
体
言
ニ
テ
ム
ス
ブ
辞
ノ
格

○
イ
ヒ
カ
ケ
テ
結
フ
辞
ノ
格

○
も
は
そ
や
こ
そ
ナ
ド
ノ
辞
ノ
ウ
ケ
ザ
マ

ノ
事

○
と
か
し
ノ
辞
ノ
ウ
ケ
ザ
マ
ノ
委
キ
事

○
下
知
ニ
言
拾
遺

幷

と
文
字
清
濁
差
別
ノ

事

【表�】『詞玉橋』二之巻目録 対照表

ら
れ
る
︒
こ
の
本
は
︑
二
之
巻
の
み
の
本
で
あ
る
が
広
蔭
自
筆
書
入
本
︵
以

下
︑
東
北
大
本
と
す
る
︶
で
︑
成
稿
年
月
は
巻
末
に
︑

文
政
九
年
十
二
月
八
日
稿

天
保
四
年
二
月
四
日
改
写

弘
化
三
年
二
月
廿
五
日
再
改
写

と
あ
る
︒
た
だ
し
︑﹁
弘
化
三
年
二
月
廿
五
日
再
改
写
﹂
の
箇
所
は
︑
後
か

ら
の
書
入
れ
で
あ
る
︒
こ
の
本
は
︑﹁
も
は
ぞ
こ
そ
繋
格
ノ
事
﹂
と
し
て
次

の
よ
う
な
本
文
を
持
つ
︒

も

は

ぞ

こ
そ
等
ノ
辞
ハ
カ
ナ
ラ
ズ
玉
襷
ノ
続
言
段
ノ
下

ト
コ
ロ

ニ
モ
出
ス

ベ
キ
ナ
レ
ド
モ
︑
コ
レ
ラ
ハ
に

を
ノ
二
ツ
ト
ハ
異
ニ
テ
続
詞
段
ノ
イ

ヒ
ス
ヱ
ザ
ル
ニ
モ
カ
ケ
テ
混
マ
ギ
ラ

ハ
シ
ケ
レ
バ
動
静
ノ

概
略
ノ
図
ニ
ユ
ヅ
リ

テ
玉
襷
ニ
ハ
モ
ラ
セ
ル
ナ
リ
︒
是
ラ
ノ
辞
ヲ
近チ
カ

世ゴ
ロ

ノ
歌
ニ
オ
ホ
ク
断
止
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段
ニ
カ
ケ
テ
用
ヒ
タ
ル
ハ
︑
イ
ニ
シ
ヘ
ニ
例
ナ
キ
誤
ナ
リ
︒
古
歌
ノ
用

格
ヲ
ヨ
ク
〳
〵
動
静
ノ

概
略
ノ
図
ニ
考
合
セ
テ
モ
チ
フ
ベ
キ
事
ナ
リ
カ

シ
︒
タ
ヾ
シ
静
辞
ノ
に
モ
用
様
ニ
ヨ
リ
テ
続
詞
段
ニ
モ
繋
ル
ナ
リ
︒
コ

ノ
コ
ト
ク
ハ
シ
ク
ハ
下
ニ
イ
フ
ベ
シ
︒︵
十
九
ウ
・
二
十
オ
︶

こ
の
項
目
は
改
正
本
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
︒
小
林
賢
次
︵
一
九
八

二
︶
は
︑
そ
の
理
由
を
東
北
大
本
の
こ
の
項
目
に
対
す
る
広
蔭
の
書
き
入
れ

に
﹁
コ
ノ
一
章
ハ
ブ
ク
ベ
シ
﹂
と
あ
っ
て
︑
さ
ら
に
こ
の
項
全
体
が
斜
線
で

抹
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
︑
改
正
本
か
ら
削
除
さ
れ
た
と
す
る
︒
氏
は

さ
ら
に
︑﹁
こ
の
項
を
削
除
し
た
の
は
広
蔭
自
身
の
意
志
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
︑
ま
た
そ
れ
は
弘
化
三
年
の
改
正
時
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
﹂
と
さ
れ
て
い
る
が
︑
北
野
天
満
宮
本
に
よ
っ
て
弘
化
三
年
以

前
か
ら
︑
こ
の
項
を
持
た
な
い
本
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
︑
氏
の
推

定
に
は
問
題
が
残
る
︒
し
か
し
そ
う
す
る
と
︑
草
稿
本
に
あ
っ
た
こ
の
項
目

は
︑
北
野
天
満
宮
本
の
段
階
で
一
度
削
除
さ
れ
︑
改
稿
本
で
は
再
び
採
用
し

た
も
の
の
︑
改
正
本
で
は
結
局
︑
削
除
す
る
と
い
う
複
雑
な
過
程
を
想
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
︒
ま
た
︑﹁
も
は
ぞ
こ
そ
繋
格
ノ
事
﹂
が

北
野
天
満
宮
本
で
省
略
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
︑
広
蔭
が
こ
の
項
目

を
採
用
す
る
か
否
か
で
揺
れ
て
い
た
と
一
応
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
︑

同
じ
く
省
略
さ
れ
た
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
︑
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
と

せ
ざ
る
を
得
な
い
︒

次
に
︑﹁
雅
言
ヲ
俗
語
ニ
訳
ス
事
﹂
に
つ
い
て
の
項
目
を
見
る
と
︑

︿
北
野
天
満
宮
本
﹀

四
韻
又
変
格
ノ

ヌ
音
ル
音
ニ
テ
ハ
︑
未
然
段
ニ
む
ノ
辞
ヲ
添ソ
ヘ

テ
云
詞
ヲ
︑

オ
ノ

韻
ニ
訳
シ
︻
此
事
猶
論
ア
リ
︼

と
あ
る
︒
こ
れ
は
例
え
ば
︑
雅
語
の
﹁
行
か
む
﹂
の
﹁
未
然
形
＋
む
﹂
の
部

分
を
オ
段
へ
と
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
﹁
行
こ
︵
う
︶﹂
と
い
う
口
語
と
な

る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
が
︑
対
応
す
る
箇
所
を
比
較
す
る
と
︑

︿
草
稿
本
﹀

四
段
又
変
格
ナ
行
ラ
行
ニ
テ
ハ
未
然
言
ニ
ん
文
字
ヲ
ソ
ヘ
テ
用
フ
ル
言

ヲ
︑
第
五
ノ
音
ニ
ウ
ツ
シ
︑︻
コ
ノ
コ
ト
ナ
ホ
論
ア
リ
ク
ハ
シ
ク
ハ
別

ニ
云
ベ
シ
︼︵
六
オ
︶

︿
改
稿
本
﹀

五
種
ノ

詞
ノ
未
然
段
ニ
む
ノ
辞
ヲ
繋
テ
イ
フ
語
ヲ
︑
直
ニ
ソ
ノ
詞
ノ
韻

ヲ
引
テ
夫
ニ
ず
ト
イ
フ
詞
ヲ
添
テ
イ
ヒ
︻
タ
ヽ
シ
︑
コ
ノ
俗
語
ハ
尾
張

ノ

国
ニ
限
タ
ル
コ
ト
ナ
カ
ラ
︑
元
来
︑

自
ミ
ツ
カ
ラ

然シ
カ

為セ

ム
ト
欲
フ
意
ノ
俗
語

ナ
レ
ハ
︑
都
ミ
ヤ
コ

ガ
タ
ト
同
シ
ク
む
ヲ
ラ

(
マ
マ
)ト

ウ
ツ
シ
タ
ル
ニ
︑
と
ノ
辞
ヲ
カ

ケ
テ
変
格
ノ

須
ノ

音
ノ
詞
ヲ
ソ
フ
ル
格
ナ
ル
ヲ
︑
う
ヲ
引
ツ
メ
テ
イ
フ
ニ

ヒ
カ
レ
テ
と
ハ
略
レ
テ
す
ノ
濁
ル
ヽ
ナ
リ
ト
シ
ル
ヘ
シ
︼︵
五
ウ
︶

︿
改
正
本
﹀

四
韻
又
変
格
ノ

奴
ノ
同
流
ノ
音
ニ
テ
ハ
︑
阿
ノ
韻
ニ
む
ノ
辞
ヲ
繋
テ
云

詞
ヲ
︑
於
ノ

韻
ニ
転
シ
︻
コ
ノ
コ
ト
尚
論
ア
リ
︼

と
な
っ
て
い
る
︒
こ
れ
を
見
る
と
改
稿
本
の
み
が
大
き
く
異
な
り
︑
尾
張
方
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言
の
﹁
行
か
ー
ず
﹂
な
ど
に
対
し
︑﹁
行
か
む
︵
う
︶
と
す
﹂
が
転
じ
た
も

の
と
い
う
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
︒
こ
の
部
分
は
改
正
本
の
段
階
で
削
ら

れ
て
お
り
︑
結
果
的
に
は
︑
草
稿
本
︑
北
野
天
満
宮
本
の
記
述
に
近
い
も
の

が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
細
か
く
見
れ
ば
︑
草
稿
本
で
は
旧
来
の

﹁
四
段
﹂
と
い
う
術
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
︑
北
野
天
満
宮
本
︑

改
正
本
で
は
﹁
四
韻
﹂
と
改
変
後
の
術
語
が
用
い
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
草
稿
本

で
は
︑
助
動
詞
﹁
む
︵
ん
︶﹂
を
﹁
文
字
﹂
と
し
て
い
る
の
に
対
し
︑
北
野

天
満
宮
本
︑
改
正
本
で
は
﹁
辞
﹂
と
し
て
い
る
な
ど
の
違
い
が
見
ら
れ
る
︒

次
の
項
目
の
﹁
俗
語
ニ
ヨ
リ
テ
雅
言
ノ
活
用
ヲ
シ
ル
事
﹂
に
つ
い
て
も
見
て

み
る
と
︑︿

北
野
天
満
宮
本
﹀

凡
テ
俗
語
ノ
下シ

モ

ヲ
オ
ノ

韻
ニ
云
ハ

ル
ヽ
詞
ハ
︑
其
音
ノ
ア
ノ

韻
ニ
訳
ウ
ツ
シ

︑
恒

ノ
暗ソ
ラ

誦ヨ
ミ

ノ
ゴ
ト
ク
下シ
モ

ヘ
称イ
ヒ

下ク
ダ

セ
バ
四
韻
ト
自
然
ニ
シ
ラ
ル
ヽ
ナ
リ
︵
六

オ
︶︿

草
稿
本
﹀

ス
ベ
テ
ノ
俗
語
ニ
︑
第
五
ノ
音
ニ
云
言
ハ
︑
ス
グ
ニ
ソ
ノ
行
第
一
ノ
音

ニ
ウ
ツ
シ
︑
ん
文
字
ヲ
ソ
ヘ
テ
︑
ツ
ネ
ノ
暗
誦
ノ
コ
ト
ク
下
ヘ
ヨ
ヒ
下

セ
ハ
︑
四
段
ノ
ハ
タ
ラ
キ
ト
シ
ラ
ル
ヽ
ナ
リ
︵
七
オ
︶

︿
改
稿
本
﹀

凡
テ
ノ
俗
語
ノ
中
ニ
︑
詞
ノ
韻
ヲ
引
テ
夫
ニ
ず
ヲ
添
テ
イ
フ
語
ハ
︑
す

ヲ
略
キ
韻
ヲ
ツ
メ
テ
︑
恒
ノ
暗ソ
ラ

誦ヨ
ミ

ノ
如
ク
称イ
ヒ

ク
ダ
セ
ハ
︑
夫
々
ノ
詞
オ

ノ
ヅ
カ
ラ
ニ
シ
ラ
ル
ヽ
ナ
リ
︵
六
オ
︶

︿
改
正
本
﹀

凡
テ
ノ
詞
ノ
中
ニ
俗
語
ニ
下
ノ
於
ノ

韻
ニ
云イ
ハ

ル
ヽ
詞
ハ
︑
ソ
ノ
音
ノ
阿
ノ

韻
ニ
転
シ
テ
︑
恒
ノ
暗
誦
ノ
ゴ
ト
ク
下
ヘ
称イ
ヒ

下ク
ダ

セ
バ
四
韻
ト
オ
ノ
ヅ
カ

ラ
ニ
シ
ラ
ル
ヽ
ナ
リ
︵
五
ウ
︶

と
な
り
︑
こ
ち
ら
も
北
野
天
満
宮
本
と
改
正
本
が
も
っ
と
も
類
似
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
︒

以
上
︑
北
野
天
満
宮
本
の
二
之
巻
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
次
節

で
は
︑
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
︑﹃
詞
玉
橋
﹄
二
之
巻
の
校
訂
過
程
つ
い
て
検
討

を
加
え
る
︒

四

﹃
詞
玉
橋
﹄
二
之
巻
の
校
訂
過
程
に
つ
い
て

前
節
で
︑
東
北
大
本
に
お
け
る
﹁
も
は
ぞ
こ
そ
繋
格
ノ
事
﹂
へ
の
書
き
入

れ
及
び
こ
の
項
の
各
本
に
お
け
る
状
況
に
つ
い
て
述
べ
た
︒
も
う
一
度
ま
と

め
る
と
︑

草
稿
本
：
あ
り
︵
も
は
そ
や
こ
そ
ナ
ド
ノ
辞
ノ
ウ
ケ
ザ
マ
ノ
事
︶

北
野
天
満
宮
本
：
な
し

改
稿
本
：
あ
り

東
北
大
本
：
あ
り
︵
但
し
︑
削
除
す
べ
き
と
の
書
き
入
れ
有
り
︶

改
正
本
：
な
し

と
な
り
︑
各
校
訂
段
階
で
複
雑
な
項
目
の
出
入
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
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れ
る
の
で
あ
る
︒
繰
り
返
し
に
な
る
が
︑
東
北
大
本
の
成
稿
年
月
に
関
し
て

は
︑

文
政
九
年
十
二
月
八
日
稿

天
保
四
年
二
月
四
日
改
写

弘
化
三
年
二
月
廿
五
日
再
改
写

と
あ
っ
て
︑﹁
弘
化
三
年
二
月
廿
五
日
再
改
写
﹂
は
後
か
ら
の
書
き
入
れ
で

あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
︒
小
林
賢
次
は
︑
東
北
大
本
に
つ
い
て
こ
れ
は
天

保
四
年
の
写
本
︵
改
稿
本
︶
を
も
と
に
︑
弘
化
三
年
に
は
単
に
加
筆
修
正
を

行
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
東
北
大
本
は
改
稿
本
で
あ
る
京
大

本
と
は
異
な
る
本
文
を
有
し
て
お
り
︑
例
え
ば
︑
先
に
取
り
挙
げ
た
﹁
雅
言

ヲ
俗
語
ニ
訳
ス
事
﹂
に
つ
い
て
の
東
北
大
本
の
本
文
を
見
る
と
︑

︿
東
北
大
本
﹀

四
韻
又
変
格
ノ

奴
ノ

音
同
シ

留
音
ニ
テ
ハ
︑
阿
ノ

韻
ニ
む
ノ
辞
ヲ
繋
テ
云
詞

ヲ
︑
於
ノ

韻
ニ
移ウ
ツ

シ
︻
コ
ノ
コ
ト
尚
論
ア
リ
︼︵
五
ウ
︶

と
あ
る
︒
小
林
氏
は
こ
の
本
文
の
相
違
に
つ
い
て
﹁
天
保
四
年
二
月
改
写
の

時
点
に
お
い
て
は
︑
当
初
京
大
改
稿
本
に
見
ら
れ
る
内
容
だ
っ
た
も
の
を
︑

や
や
の
ち
の
時
点
で
︿
七
六
﹀︵
稿
者
注
：
東
北
大
本
を
指
す
︶
の
よ
う
な

本
文
に
改
め
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
﹂
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒
確
か

に
︑
天
保
四
年
以
降
の
ど
こ
か
の
段
階
に
東
北
大
本
の
よ
う
な
本
文
を
持
つ

も
の
へ
と
改
め
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
︑
そ
う
す
る
と
そ
の
改

訂
は
全
く
新
た
な
も
の
と
い
う
よ
り
も
︑
京
大
本
以
前
も
の
で
あ
る
北
野
天

満
宮
本
の
本
文
と
近
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
︒

前
節
で
い
く
つ
か
の
項
目
に
つ
い
て
諸
本
の
比
較
を
お
こ
な
っ
た
が
︑
そ

れ
を
見
る
と
︑
む
し
ろ
改
稿
本
で
あ
る
京
大
本
の
異
質
さ
が
際
立
つ
︒
改
稿

本
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
︑
こ
の
京
大
本
が
取
り
挙
げ
ら
れ
て
き
た
が
︑
そ

う
す
る
と
複
雑
な
校
訂
過
程
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
︑
む
し
ろ
別
系
統

の
改
稿
本
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
︒
そ
う

考
え
た
方
が
︑
北
野
天
満
宮
本
及
び
改
正
本
と
の
関
係
を
理
解
し
や
す
い
︒

ま
た
︑
こ
れ
に
よ
り
︑
京
大
本
と
東
北
大
本
と
の
本
文
異
同
に
つ
い
て
も
説

明
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
こ
う
し
た
想
定
は
現
時
点

で
の
仮
説
に
す
ぎ
な
い
た
め
︑
今
後
︑
諸
本
の
調
査
に
よ
り
検
証
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
︵
*
︶
︒

五

﹃
詞
玉
橋
﹄
受
容
に
関
す
る
問
題

こ
こ
ま
で
︑
北
野
天
満
宮
本
を
中
心
と
し
て
︑
学
説
成
立
の
過
程
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
き
た
が
︑
本
節
で
は
︑﹃
詞
玉
橋
﹄
学
説
の
受
容
に
つ
い

て
少
し
検
討
を
行
い
た
い
︒
広
蔭
に
つ
い
て
は
﹁
言
・
詞
・
辞
﹂
と
い
う
三

分
類
が
後
の
研
究
へ
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
て
き
た
︒

こ
こ
で
は
﹃
詞
玉
橋
﹄
の
学
説
受
容
に
関
し
て
︑
そ
の
一
端
を
窺
え
る
資
料

と
し
て
︑
石
橋
真
国
﹃
語
解
﹄
を
紹
介
す
る
︒
そ
こ
に
は
︑﹃
詞
玉
橋
﹄
に

対
す
る
言
及
が
見
ら
れ
︑
次
の
よ
う
に
あ
る
︒

詞
玉
橋
と
云
書
に
略
言
と
云
條
を
立
て
曰
く
瀧
歌
柄
宿
紅
絹
束
ノ
類
詞

ノ
韻
ヲ
略
テ
言
ト
ナ
ス
ヲ
云
此
類
常
ニ
ハ
四
韻
詞
ニ
ノ
ミ
多
テ
他
ノ
詞

ニ
ハ
イ
ト
少
ナ
キ
物
ナ
レ
ト
合
言
ニ
ハ
彼
此
見
エ
タ
リ
心
得
置
ヘ
シ
言

ノ
意
ヲ
知
ニ
大
ニ
益
ア
リ
と
云
り
︵
二
三
オ
︶
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広
蔭
は
︑﹁
言
︵
現
在
の
体
言
︶﹂
を
五
種
に
分
け
て
お
り
︑
こ
こ
で
い
う

﹁
略
言
﹂
と
は
︑
い
わ
ゆ
る
連
用
転
成
名
詞
に
当
た
る
も
の
を
指
し
て
い
る
︒

さ
て
︑
こ
の
部
分
に
該
当
す
る
﹃
詞
玉
橋
﹄
本
文
を
比
較
し
て
み
る
と
︑

︿
草
稿
本
﹀

○
用
略
体
言

瀧

歌

束

宿

雲

束

ノ
類
︑
用
ク
言
ヲ
ハ
ブ
キ
テ
体
言
ト
ナ
セ
ル
ヲ
言
︑
此
類
多
カ
ラ
ザ
ル

モ
ノ
ナ
レ
ド
心
得
オ
ク
ベ
シ
︑︵
五
ウ
︶

︿
改
正
草
稿
本
＝
北
野
天
満
宮
本
﹀

△
略
言

瀧

歌

柄

宿

紅
絹

束

ノ
類
︑
詞
ノ
韻
ヲ
略
テ
言
ト
ナ
ス
ヲ
イ
フ
︒
此
類
常
ニ
ハ
四
韻
ニ
ノ
ミ

多
ク
テ
︑
他
ノ
詞
ニ
ハ
イ
ト
少
キ
モ
ノ
ナ
レ
ド
︑
合
言
ニ
ハ
カ
レ
コ
レ

見
エ
タ
リ
︒
心
得
置
ベ
シ
︒
言
ノ
意
ヲ
シ
ル
ニ
大
ニ
益
ア
リ
︵
五
オ
︶

︿
改
稿
本
﹀

△
略
言

歌

宿

柄

束

長

遙

是
等
ノ
類
ス
ヘ
テ
詞
ノ
韻
ヲ
略
テ
言
ト
成
ス
ヲ
云
フ
︒
是
ハ
四
韻
ト
音

雑
ト
ニ
多
︑
伊
宇
韻
ト
衣
宇
韻
ト
ニ
ハ
稀
々
ニ
所
見
テ
︑
一
韻
ト
変
格

ト
ニ
ハ
有
ル
事
ナ
シ
︒
心
得
置
ヘ
シ
︒
言
ノ
意
ヲ
知
ル
ニ
大
ニ
益
ア
リ

︵
五
ウ
︶

︿
改
正
本
﹀

略
言

歌

宿

柄

束

長

遙

是
ラ
ノ
ゴ
ト
ク
︑
詞
ノ
韻
ヲ
略
テ
即
言
ト
ナ
ス
ヲ
号
フ
︒
是
ハ
四
韻
ト

音
雑
ト
ニ
オ
ホ
ク
︑
伊
紆
韻
ト
衣
紆
韻
ト
ニ
ハ
稀
ニ
ア
リ
テ
︑
一
韻
ト

変
格
ト
ニ
ハ
有
ル
事
ナ
シ
︒
心
得
置
ヘ
シ
︒
言
ノ
意
ヲ
知
ル
ニ
益
ア
リ

︵
四
ウ
︶

と
な
る
︒﹃
語
解
﹄
の
成
立
は
嘉
永
四
年
以
降
と
推
定
さ
れ
る
が
︑
本
文
比

較
に
よ
れ
ば
︑
真
国
が
見
た
の
は
︑
改
正
草
稿
本
の
﹃
詞
玉
橋
﹄
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
︒
嘉
永
四
年
に
は
︑
改
稿
本
︑
改
正
本
も
成
立
し
て
い

た
が
︑
改
正
草
稿
本
の
本
文
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
︑﹃
詞

玉
橋
﹄
の
学
説
が
同
時
代
的
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い

て
︑
今
一
度
︑
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
︒

お
わ
り
に

以
上
︑
北
野
天
満
宮
本
を
中
心
と
し
て
﹃
詞
玉
橋
﹄
の
校
訂
段
階
に
つ
い

て
考
察
を
行
う
と
と
も
に
︑﹃
詞
玉
橋
﹄
の
学
説
受
容
に
つ
い
て
簡
単
に
触

れ
た
︒
北
野
天
満
宮
本
は
︑
学
界
未
紹
介
の
も
の
で
あ
り
︑
特
に
二
之
巻
に

つ
い
て
は
︑
項
目
の
省
略
は
あ
る
も
の
の
︑
改
稿
本
と
改
正
本
と
の
関
係
を

考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な
本
で
あ
る
と
い
え
よ
う
︒
ま
た
︑
北
野
天
満
宮

本
の
記
述
に
よ
っ
て
︑
今
後
改
め
て
︑
京
大
改
稿
本
の
性
格
に
つ
い
て
も
検

討
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
︒
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
︑

﹃
詞
玉
橋
﹄
の
学
説
発
展
の
過
程
に
つ
い
て
︑
か
え
っ
て
そ
の
複
雑
さ
を
際

立
た
せ
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
︑
未
だ
調
査
の
及
ん
で
い
な
い
諸
本

も
多
く
︑
今
後
も
諸
本
の
調
査
を
重
ね
る
こ
と
で
︑﹃
詞
玉
橋
﹄
の
学
説
展
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開
の
過
程
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
︒

広
蔭
に
関
し
て
は
︑
先
行
研
究
も
多
く
存
在
す
る
が
︑
依
然
と
し
て
残
さ

れ
た
問
題
が
多
く
あ
る
と
言
え
よ
う
︒
さ
ら
に
︑
日
本
語
学
史
上
の
位
置
付

け
に
つ
い
て
も
︑
な
お
考
察
す
べ
き
点
が
多
い
︒
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
︑

﹃
詞
玉
橋
﹄
の
学
説
受
容
と
い
う
点
を
考
慮
し
な
が
ら
︑
一
体
ど
の
校
訂
段

階
の
本
が
普
及
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ

う
︒

︻
使
用
テ
キ
ス
ト
︼

﹃
語
解
﹄
石
橋
真
国

静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
：﹃
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
国
語
学
資
料
集

成
﹄
︵
雄
松
堂
書
店
︶
に
よ
る

﹃
詞
玉
橋
﹄
富
樫
広
蔭

・
草
稿
本
：
︵
一
九
七
九
︶﹃
勉
誠
社
文
庫

詞
玉
橋
・
辞
玉
襷
﹄
勉
誠
社

64

・
改
正
草
稿
本
：
北
野
天
満
宮
蔵
本
に
よ
る

・
改
稿
本
：
京
都
大
学
蔵
本
に
よ
る

・
改
正
本
：
︵
一
九
七
九
︶﹃
勉
誠
社
文
庫

詞
玉
橋
・
辞
玉
襷
﹄
勉
誠
社

64

：
東
北
大
学
蔵
本
に
よ
る

﹃
て
に
を
は
係
辞
弁
﹄
萩
原
広
道
：
早
稲
田
大
学
古
典
籍
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
︵
請

求
記
号
：
ホ

︶

02_05635

︻
参
考
文
献
︼

尾
崎
知
光
︵
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九
五
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草
稿
本
﹃
詞
玉
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﹄
の
成
立
﹂﹃
国
語
と
国
文
学
﹄
三

四
・
一
二

尾
崎
知
光
︵
一
九
七
三
︶﹁﹃
詞
玉
橋
﹄
の
学
説
の
成
立
︱
神
宮
文
庫
本
に
よ
る

︱
﹂
﹃
愛
知
県
立
大
学
説
林
﹄
二
二

河
野
光
将
︵
二
〇
一
五
︶﹁
近
世
後
期
係
り
結
び
研
究
史
︱
﹃
て
に
を
は
紐
鏡
﹄

﹃
詞
玉
緒
﹄
の
受
容
と
展
開
︱
﹂
﹃
待
兼
山
論
叢
﹄
四
九

小
林
賢
次
︵
一
九
七
九
︶﹁
解
説
﹂﹃
勉
誠
社
文
庫

詞
玉
橋
・
辞
玉
襷
﹄
勉
誠

64

社

小
林
賢
次
︵
一
九
八
二
︶﹁
富
樫
広
蔭
自
筆
本
並
び
に
自
筆
書
入
本
﹃
詞
玉
橋
﹄

に
つ
い
て
﹂
﹃
国
語
学
史
論
叢

笠
間
叢
書

﹄
笠
間
書
院

172

福
井
久
蔵
︵
一
九
三
八
︶﹁
解
題
︱
辞
玉
襷
・
詞
玉
橋
﹂﹃
国
語
学
大
系
・
語
法
総

記
一
﹄
国
書
刊
行
会

山
崎
勝
昭
︵
二
〇
一
六
︶﹃
萩
原
広
道
﹄
ユ
ニ
ウ
ス

※
引
用
に
際
し
︑
適
宜
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
断
わ
っ
て
お
く
︒

注
︵
�
︶

正
確
に
言
え
ば
︑
広
道
以
前
に
︑
富
樫
広
蔭
﹃
詞
玉
橋
﹄
や
鶴
峯
戊
申

﹃
語
学
新
書
﹄
な
ど
も
﹁
何
﹂
を
﹁
係
り
﹂
か
ら
除
く
こ
と
を
主
張
し
て
い

る
︒

︵
�
︶

尾
崎
知
光
︵
一
九
五
七
︶
は
︑
広
蔭
の
門
人
高
田
宣
和
の
記
録
と
し
て
次

の
よ
う
な
文
章
を
挙
げ
て
い
る
︒

こ
の
何
の
類
の
事
に
つ
き
て
思
出
た
る
事
し
あ
れ
ば
序
に
云
む
安
政
の

新
宮
遷
の
行
事
拝
奉
ら
む
と
老
翁
の
都
に
と
ま
り
て
烏
丸
通
な
る
医
家

畑
某
は
予
て
知
己
︵
シ
ル
ヒ
ト
︶
に
て
有
け
れ
ば
そ
の
家
に
明
日
と
い

ふ
宵
の
程
よ
り
出
居
ま
し
つ
る
に
萩
原
広
道
も
来
会
け
る
が
老
翁
に
向

て
ま
を
さ
れ
け
る
は
お
の
れ
先
に
病
に
煩
て
但
馬
国
城
の
崎
温
泉
に
あ

り
け
る
時
尾
張
国
名
古
居
古
渡
の
伝
昌
寺
泰
山
と
い
ふ
僧
に
出
会
つ
る

に
詞
辞
の
活
用
の
い
と
く
は
し
げ
な
り
け
れ
ば
い
か
で
然
ま
で
は
と
問

つ
れ
ば
こ
れ
即
老
翁
の
御
教
子
に
て
辞
玉
襷
と
い
ふ
も
の
を
暗
記
に
為

つ
る
故
に
こ
そ
と
云
れ
け
る
が
最
︵
イ
ト
︶
喜
し
く
て
そ
の
玉
襷
の
折

本
を
乞
借
写
て
壁
に
張
て
昼
夜
︵
ヒ
ル
ヨ
ル
︶
い
は
ず
読
馴
し
に
も
源

氏
物
語
標
注
書
侍
る
に
は
別
て
ち
か
ら
を
得
侍
る
は
全
く
老
翁
の
賜
物
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と
陰
な
か
ら
そ
の
洪
恩
︵
オ
ホ
キ
メ
グ
ミ
︶
は
忘
侍
ら
ず
然
る
を
思
ひ

え
ず
に
か
く
見
え
奉
る
は
最
悦
は
し
き
事
に
こ
そ
今
よ
り
後
は
御
教
子

の
列
︵
ツ
ラ
︶
に
思
ほ
し
て
と
側
に
都
鄙
の
歌
詠
人
た
ち
の
聞
居
る
も

憚
ら
ず
云
出
ら
れ
て
翌
々
日
も
老
翁
の
旅
宿
に
訪
来
て
今
日
は
伴
ふ
人

有
て
大
坂
へ
下
る
に
そ
の
人
々
の
此
所
に
尋
来
む
ま
で
だ
に
と
ま
を
し

て
な
に
く
れ
と
問
れ
ら
れ
つ
と
き
け
り
即
そ
の
係
辞
弁
を
見
る
に
何
の

類
は
係
と
な
ら
ざ
る
道
理
ま
た
の
は
い
と
軽
き
辞
な
る
よ
し
を
も
彼
是

老
翁
の
説
に
依
て
書
出
ら
れ
た
り

こ
れ
に
よ
れ
ば
︑﹁
何
﹂
を
係
り
か
ら
除
く
こ
と
に
関
し
て
︑
広
蔭
が
広
道

に
示
唆
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
記
録
に
関
し
て
︑
山
崎
勝
昭
︵
二

〇
一
六
︶
は
︑
広
道
が
﹁
安
政
の
新
宮
遷
の
行
事
﹂
の
た
め
︑
確
か
に
上
京

し
て
い
た
こ
と
︑
天
保
十
二
年
に
広
道
が
但
馬
城
崎
温
泉
に
湯
治
に
で
か
け

て
い
た
と
い
う
事
実
が
一
致
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
︑
判
断
を
保
留
し
つ
つ
も

か
な
り
信
憑
性
が
高
い
と
し
て
い
る
︒

︵
�
︶

こ
の
三
分
類
に
つ
い
て
山
田
孝
雄
︵
一
九
四
三
︶
は
︑
鈴
木
朖
﹃
言
語
四

種
論
﹄
の
説
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
︑
副
詞
の
分
類
の
不
備
な
ど
か
ら
批

判
を
行
っ
て
い
る
が
︑
必
ず
し
も
朖
の
学
説
に
基
づ
い
て
い
る
と
は
い
え
な

い
︒
例
え
ば
︑
朖
は
﹁
独
立
タ
ル
テ
ニ
ヲ
ハ

ア
ヽ
・
ア
ハ
レ
・
ア
ハ
ヤ
・

ア
ヤ
・
ア
ナ
・
ア
ナ
ヤ
・
ヤ
・
ヤ
ヨ
・
ヲ
・
イ
ナ
・
ヲ
ヽ
・
ウ
・
幾
・
何
・

誰
﹂
と
し
て
︑
疑
問
詞
の
類
も
﹁
テ
ニ
ヲ
ハ
﹂
に
含
め
て
考
え
て
い
る
点
な

ど
広
蔭
と
の
相
違
が
見
ら
れ
る
︒

︵
*
︶

架
蔵
本
﹃
詞
玉
橋
﹄
に
︑
一
之
巻
が
改
正
本
で
の
奥
書
を
持
ち
︑
二
之
巻

に
つ
い
て
は
︑
巻
末
に
﹁
文
政
九
年
十
二
月
八
日
稿
﹂
と
い
う
初
稿
時
の
奥

書
を
持
つ
も
の
が
あ
る
︒
二
之
巻
本
文
を
見
て
み
る
と
東
北
大
本
と
一
致
し
︑

改
正
本
以
前
の
本
文
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
︑
校
訂

段
階
の
異
な
る
巻
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
不
審
で
あ
る
︒

︵
こ
う
の
・
み
つ
ま
さ

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
︶
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